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 軟サンゴ Sinularia lochmodes の産生するレクチン，SLL-２は，サンゴの消

化管内に共生する褐虫藻と呼ばれる渦鞭毛藻に対して興味深い活性を示す．

サンゴから分離培養した褐虫藻は「遊泳細胞」から「栄養細胞」と呼ばれる全く

異なった形態へと変化する日周を繰り返し増殖するが，遊泳細胞に SLL-2 を

作用させると細胞は栄養細胞へと誘導され，日周を示さずに増殖する．サンゴ

内で褐虫藻は栄養細胞の状態で生育する．また，免疫組織化学的な観察より，

褐虫藻の表面に SLL-２が付着していることが明らかになった．これらのことか

ら，SLL-２は，サンゴ内で褐虫藻を栄養細胞へと誘導することで共生を維持す

る化学因子であると考えられる．SLL-２は対応する遺伝子の塩基配列より９４

アミノ酸残基からなり，ガラクトース結合活性を持つことがわかっている．我々

は，SLL-２の糖鎖認識機構を明らかにし，その作用機構について情報を得る

ために，結晶化と構造解析を進めている． 

 SLL-２の糖鎖非存在下での結晶化(Native)により，菱形板状結晶を得た．結

晶構造解析より，SLL-２の単量体は，６本のβストランドから構成されるβサ

ンドイッチ構造をとっており，さらに，SLL-２単量体６個が６量体を形成してい

ることがわかった．また Asn60 に N-グリコシド結合している糖鎖を確認するこ

とができた．SLL-２の各単量体に１カ所ずつ糖鎖結合部位が存在していた．   

 SLL-２と，十分量の GalNAc(N-アセチルガラクトサミン)の共結晶化を行った

ところ立方体結晶が得られ，電子密度図より全ての糖鎖結合部位に GalNAc

分子を１つずつ結合している様子がはっきりと観測できた(SLL-２G)． 一方，

SLL-２を，少量の GalNAc と共結晶化したところ，立方体結晶と菱形板状結晶

の混在するバッチが得られた．両者の反射強度データを収集して構造解析を

行ったところ，立方体結晶はSLL-２Gと同じ分子構造であったが，菱形板状結

晶は６カ所の糖結合部位のうちの３カ所に GalNAc が，３カ所に結晶化に用い

た２-メチル２，４-ペンタンジオール（MPD）が結合したヘテロ６量体構造をとっ

ていることがわかった．このことから， SLL-２が貧糖鎖環境において安定な

ヘテロ６量体を形成できることが明らかになった． 
	
 

 


